
令和８年熊本地震応援職員意見交換会（オープン会議）

日 時：令和８年９月10日（木）10時30分から11時30分まで

会 場：特別会議室（市役所５階）

参加者：市長、危機管理監、応援職員22名（発表者7名、参加者15名）

開催概要

１ 開 会

２ 市長あいさつ

３ 応援職員との意見交換

４ 閉 会
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令和８年熊本地震応援職員意見交換会

Ⅱ 報告、課題に感じたこと等

Ⅰ 市長開会のあいさつ

①【リエゾン】奥地 昌晴（危機管理室防災企画担当課長）

②【応急給水等】中井 隆（北部水道センター所長

③【保健師、栄養士】足立 礼子（保健師）三宅 由起（保健師）大内田 由美（栄養士）

④【避難所支援】若松 翔（住吉区役所地域課担当係長）

⑤【住家被害認定】東本 國博（東成区役所総務課担当係長）

Ⅲ 市長と本市における課題等についてディスカッション

Ⅳ 市長閉会のあいさつ



項 目 課 題

①
避
難
者
支
援

大都市（人口280万）大阪
市における被災者支援

✓ 対応する職員数、備蓄物資等の確保を各所属で想定すべき。

✓ 他都市からの受援について、どの業務を任せるか等、事前の想定が必要。

✓ 軒先避難者等を含めた避難者数の確認方法が必要。

避難生活の充実（ＱＯＬ
の向上）に資する、水の
確保

✓ 避難所のＱＯＬ向上に向け、トイレ、入浴、洗濯等を不自由なく使用できるよう整備すべき。

✓ 水の循環浄化機を活用し入浴や洗濯用水の使用水量の削減や、下水処理水をトイレの洗浄水等に有効活用できるよう
にすべき。

②
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

道路障害物等の仮置場等
の確保

✓ 災害時の道路啓開は避難や救助に加え早期の支援に必要不可欠な作業であるため、一時的に、道路上の自動車、がれ
き等の障害物の仮置場となるスペースを確保することが必要。

✓ 公費による家屋の撤去等が速やかに行われるよう事前の想定が必要。

✓ 車中泊等、あらゆる用途でスペースが必要であり、どう確保すべきか。

③
暑
さ
対
策

夏場での、災害業務での
熱中症対策の措置

✓ 対応職員が、夏場の屋外での作業時（調査等）に日傘や帽子、サングラスを着用する等、職員の熱中症対策に努める
ことが必要。

✓ サングラス着用等が市民（被災者）に理解されるよう平時から啓発が必要。

夏場の災害に備えた市民
の健康保持対策

✓ 夏場での食品配布については、食中毒に注意する等衛生管理の徹底が必要。

✓ 栄養の偏りを解消するため食物繊維、野菜を簡単に摂取できる対策が必要。

④
防
災

Ｄ
Ｘ

防災ＤＸによるシステム
構築及び本市職員の教
育・訓練

✓ 本市で災害が発生した場合、多くの受援が想定されるため、住家被害認定調査等の業務で直感的に理解・操作できる
端末やシステムが必要。

✓ 応援職員に対する説明、指導できる本市職員の育成をはかることが必要。

現時点での熊本地震被災地応援職員からの主な意見現時点での熊本地震被災地応援職員からの主な意見
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